
＜例＞ 評 価 の 位 置 付 け
※指導事項が、【知技①】、【思判表①・②】で、

特に身に付けさせたい指導事項が【思判表①】の場合

知識・技能 思考・判断・表現 主体的…態度

【小中学校 国語】
単元の指導計画における観点別評価（評定に用いる評価）の位置付け 〈例〉

評 価 規 準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 【 】 ている。 ① （領域名：○○こと）において、
【 】 ている。

○ 進んで、 《 A 》
【 】し、 《 B 》
学習の見通しをもって、 《 C 》
【 】している。 《 D 》

【知技①】 【思判表①】

【思判表②】

【主体態】

・粘り強さ
・自らの学習の調整

はばたく群馬の指導プランⅡ 単元のつくり方

【主体態】

見通し

全ての単位時間において、
「ねらい」に即し，児童生徒の
学習状況を見取り，必要に応
じて、教師が指導，支援するな
どして，その改善を図ります。

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化

」
の
充
実

【主体態】

学習状況の確認
単元での学び

記

・目標の実現状況が児童生徒
の反応から顕著に見られる
場面を精選します。
・国語科の知識・技能、思考・
判断・表現は、継続的に指
導を積み重ねた結果として
の学習状況との捉え、学習
過程の後半での記録が多く
なることが考えられます。
・※３のように、既習事項の定
着の確認など、「まとめる過
程」でない場面でも記録に
残す場合もあります。

記

★はばプラⅡで示す「問題解決
的な学習」の単元構想でないと、
評価規準に示す学習状況の評
価がしにくくなります。必要感の
ある言語活動の設定が主体的・
対話的で深い学びの授業の鍵
を握ります。

【知技②】

Ａ：粘り強さ→「積極的に」、「進んで」、「粘り強く」 等
Ｂ：知識・技能、思考・判断・表現において、

特に粘り強さを発揮してほしい指導事項
Ｃ：自らの学習の調整→「見通しをもって」、「学習課

題に沿って」、「今までの学習を生かして」 等
Ｄ：当該単元の具体的な言語活動

※単元に位置付けた指導事項の文言を基本とする。【 】内は指導事項の文言。
※指導事項の一部を用いる場合もある。

※単元の時間数や児童生徒の実態から身に付けさせたい事項を、それぞれ１～２事項選ぶ。（①、②とする）
※選んだ指導事項の中から、特に身に付けさせたい事項を選ぶ。（→主体態の《 Ｂ 》に入る）

※太線については、特に身に付けさせた
い指導事項
※それぞれの②については、評価規準とし
て設けないこともある。

※２

【知技①】

記
【思判表①】

記

※１
【知技①】

※１で、学びの前の児童生徒の力
を見取り、各単位時間で指導・支援
を行い、※２で、記録に残す評価を
する。「追究する過程」で行うことも
ある。（【知技】【思判表】同様）

単位時間

※各単位時間で重点を置く評価の観点は、指導者
の授業の「ねらい」によって変わります。
※学習状況を見取る時間は指導計画によります。

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間
※３
【思判表②】

【知技①】

【思判表①】

【主体態】

学習状況の確認
問題の追究

記

【思判表①】

「つかむ過程」では、【単元の課題】に対しての児童
の実態をつかむ。（【知技】【思判表】については既習
事項の定着状況を確認することもある。）

「指導に生かす評価」
（学習状況を見取る）

「評定に用いる評価」
（評価したことを記録に残す）
＝


